
HP Operations Smart Plug-in for Microsoft® Active 
Directory

for HP Operations Manager for Microsoft Windows®

ソフ トウェア バージ ョ ン: 7.00
インス トールおよび設定ガイド
ドキュ メン ト  リ リース日: 2009 年 12 月

ソフ トウェア リ リース日: 2009 年 12 月
 



ご注意

保証
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こ こに記載する情報は、 予告なしに変更されるこ とがあ り ます。

権利の制限

機密性のあるコンピュータ  ソフ ト ウェアです。 これらを所有、 使用、 または複製するには、 HP からの有効な使用許諾が必要

です。 商用コンピュータ  ソフ ト ウェア、 コンピュータ  ソフ ト ウェアに関する文書類、 および商用アイテムの技術データは、

FAR12.211 および 12.212 の規定に従い、 ベンダーの標準商用ライセンスに基づいて米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権について

© Copyright 2008-2009 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Microsoft®、 Windows®、 および Windows NT® は、 米国における  Microsoft Corporation の登録商標です。

Pentium® は、 米国における  Intel Corporation の登録商標です。
2



ドキュ メン トの更新情報

このマニュアルの表紙には、 以下の識別情報が記載されています。

• ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号は、 ソフ ト ウェアのバージ ョ ンを示します。

• ドキュ メン ト  リ リース日は、 ドキュ メン トが更新されるたびに変更されます。

• ソフ ト ウェア リ リース日は、 このバージ ョ ンのソフ ト ウェアのリ リース期日を表します。

最新の更新のチェッ ク、 またはご使用のドキュ メン トが最新版かど うかのご確認には、 次のサイ ト をご利用ください。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals 

このサイ ト を利用するには、 HP パスポートへの登録とサインインが必要です。 HP パスポート  ID の取得登録は、 次の Web
サイ トから行な う こ とができます。 

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 

または、 HP パスポートのログイン ページの [New users - please register] リ ンクをク リ ッ ク します。

適切な製品サポート  サービスをお申し込みいただいたお客様は、 最新版をご入手いただけます。 詳細については、 HP の営業

担当にお問い合わせください。
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サポート

次の HP ソフ ト ウェアサポート  オンライン Web サイ ト を参照して ください。

http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

HP ソフ ト ウェアが提供する製品、 サービス、 サポートに関する詳細情報をご覧いただけます。

HP ソフ ト ウェア サポート  オンラインではセルフソルブ機能を提供しています。 お客様の業務の管理に必要な対話型の技術支

援ツールに素早く効率的にアクセスいただけます。 HP ソフ ト ウェアサポート  Web サイ トのサポート範囲は次のとおりです。

• 関心のある技術情報の検索

• サポート  ケース とエンハンス メン ト要求の登録と ト ラ ッキング

• ソフ ト ウェア パッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HP サポート窓口の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

• 他のソフ ト ウェア カスタマとの意見交換

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索と登録

一部を除き、 サポートのご利用には、 HP パスポート  ユーザーと してご登録の上、 ログインしていただく必要があ り ます。

また、 多くのサポートのご利用には、 サポート契約が必要です。

アクセス  レベルに関する詳細は、 以下の Web サイ ト を参照して ください。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp 

HP パスポート  ID を登録するには、 以下の Web サイ トにアクセスしてください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 
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第 1 章　 Smart Plug-in for Microsoft Active Directory 
の概要
Smart Plug-in (SPI) は、 HP Operations Manager (HPOM) のアド イン ソフ ト ウェアです。 これは HPOM
のモジュラ  コンポーネン ト と して機能し、 IT リ ソースの管理においてその監視機能をさらに向上させます。

SPI は、 以下によ りユーザー環境のタスクの簡素化を支援します。

• 可用性と稼動状態の監視

• パフォーマンス低下の検出

• 問題の検出、 予防、 および解決

• 問題の解決法の文書化

• レポートの生成

Smart Plug-in for Microsoft Active Directory について

Smart Plug-in for Microsoft Active Directory (Microsoft Active Directory SPI) は、 ユーザー環境で

Microsoft Active Directory を管理する際に役に立ちます。 Microsoft Active Directory SPI によ って、

Microsoft Active Directory に関する状態が通知され、 以下の更新情報が提供されます。

• ド メ イン コン ト ローラ  (DC) 全般にわたるデータの整合性。

• タイム リーな複製プロセス。

• システム停止時の機能。

• 役割マスタの正常な動作。

• DC で、 CPU の過剰使用の問題が発生していないかど うか。

• Microsoft Active Directory での容量およびフォールト ト レランスに関する問題。

• タイム リーな Microsoft Active Directory グローバル カタログ (GC) の複製。

• サービス、 イベン ト、 プロセス、 および同期の許容可能なパフォーマンス  レベル。

• 認証やライ ト ウェイ ト  ディレク ト リ  アクセス プロ ト コル (LDAP) ク ライアン ト  セッシ ョ ンなどのイン

デッ クスおよびクエ リの動作の許容可能なレベルでの実行。

• サイ ト と  DC 間の想定通りの信頼関係のステータス。
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Microsoft Active Directory SPI のコンポーネン ト

Microsoft Active Directory SPI のコンポーネン トは、 ポ リシー、 ツール、 レポート、 およびグラフです。 こ

れらの各コンポーネン トは、 Microsoft Active Directory SPI の監視機能を強化します。

ポリシー

ポ リ シーとは、 Microsoft Active Directory 環境を絶えず監視し、 サービス  マップ警告と メ ッセージの形式

で監視スケジュールを改善する、 事前に定義されたしきい値です。 サービス  マップ警告はサービス  マップ

に表示され、 メ ッセージはメ ッセージ ブラウザに表示されます。 警戒域、 重要警戒域、 危険域といった各

メ ッセージの重要度は、 色分けして表示されます。 メ ッセージは問題を示し、 予防措置をと るのに役立ちま

す。 ポ リ シーは、 自動 (Microsoft Active Directory SPI のインス トール中) または手動で配布できます。 詳

細については、 第 4 章 「ポ リ シーのカスタマイズ」 を参照してください。

ツール

ツールとは、 よ り多くの Microsoft Active Directory 関連情報を収集するユーテ ィ リ テ ィです。 Microsoft
Active Directory 環境を表示するツールを起動するこ と もできます。 詳細については、 第 5 章 「ツールの使

用」 を参照して ください。

レポート

レポート とは、 ポ リ シーによって生成された要約データを表します。 ポ リシーによって収集されたデータが

レポートの生成に使用されます。詳細については、第 6 章 「Microsoft Active Directory SPI と  HP のレポー

ト とグラフの作成ソ リ ューシ ョ ンとの統合」 を参照して ください。

グラフ

グラフとは、 Microsoft Active Directory のさまざまなメ ト リ ッ クを図で表したものです。 レポートには、ポ

リシーによって収集されたデータが含まれています。 詳細については、 第 6 章 「Microsoft Active Directory
SPI と  HP のレポート とグラフの作成ソ リ ューシ ョ ンとの統合」 を参照して ください。

別個の製品と して用意されている  HP Reporter および HP Performance Manager を使用して生成されるレ

ポート とグラフでは、 長期的にわたる修復措置を決定するのに役立つ情報が得られます。

ポ リシー、 ツール、 レポート、 およびグラフに関する詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for Microsoft
Active Directory オンライン ヘルプ 』 または 『HP Operations Smart Plug-in for Microsoft Active Directory
オンライン ヘルプ 』 PDF を参照して ください。
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Microsoft Active Directory SPI の機能

Microsoft Active Directory SPI は、 Microsoft Active Directory を監視します。

パフォーマンスおよび可用性の情報の収集と解釈

Microsoft Active Directory SPI は、 ド メ イン コン ト ローラ  (DC)、 フォレス ト、 優先ブ リ ッジヘッ ド  サー

バー (PBHS)、 SysVol、 複製サイ ト などの既存のコンポーネン ト を検出し、 ポ リシーによって設定されたし

きい値を保守する こ とで、 Microsoft Active Directory 環境を監視します。 Microsoft Active Directory SPI
は、 Microsoft Active Directory のサービスを表示し、 さ らに詳細な複数の階層レベルの情報を追加します。

情報の表示

Microsoft Active Directory SPI は、 以下の方法で情報を表示します。
Smart Plug-in for Microsoft Active Directory の概要 11



サービス マップ

サービス  マップには、 新し く追加および検出された Microsoft Active Directory サービスが表示されます。

このサービスはコンソールのサービス  ツ リーとサービス  マップ (右側) の両方に表示されます。 サービス

マップ ペインでは階層が展開され、各 DC に存在する個々のサービスが表示されます。各 DC をさ らに展開

する と、 そのコンポーネン トが表示されます。

メ ッセージ ブラウザ

Microsoft Active Directory SPI は、管理ノードのイベン トおよびサービスを監視し、 メ ッセージを生成しま

す。 メ ッセージは HPOM コンソールのメ ッセージ ブラウザに表示されます。 メ ッセージ ブラウザには、問

題の重要度で識別されたメ ッセージが表示されます。
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指示文

Microsoft Active Directory SPI ポ リシーによって生成される メ ッセージには、問題の原因および問題解決の

ための予防措置を示す説明テキス トが含まれています。

レポートおよびグラフ

レポート とグラフには、 効果的な負荷分散、 容量計画、 ポ リシーのスケジュール、 およびしきい値の調整を

実装する際に、 ユーザー環境で Microsoft Active Directory を管理するための情報が表示されます。

HP Operations Topology Viewer ツール

HP Operations Topology Viewer ツールを使用する と、 Microsoft Active Directory DC に接続後に

Microsoft Active Directory ト ポロジを表示できます。HP Operations Topology Viewer ツールに関する詳細

は、 「HP Operations Topology Viewer ツール – はじめに」 (48 ページ) を参照してください。

HP Reporter を使用したレポートの生成

レポート を生成する と、Microsoft Active Directory の過去や現在の状態を分析できます。これらの Web ベー

スのレポートは、 毎日、 夜間に自動的に生成され、 グローバル カタログ (GC) およびド メ イン ネーム シス

テム (DNS) の可用性、DIT で発生しているディ スク容量およびキューの長さに関する問題、複製の遅延、お

よびマス タ操作サービスを実行している  DC ご との接続回数を定期的にチェ ッ クする こ とができます。

Windows 2003 ノード と Windows 2008 ノードでは、 DC 間の信頼関係の変化を対象と したレポート も使用

できます。 HP Reporter に関する詳細は、 第 6 章 「Microsoft Active Directory SPI と  HP のレポート とグ

ラフの作成ソ リ ューシ ョ ンとの統合」 を参照して ください。

HP Performance Manager によるデータのグラフ化

グラフを手動で生成した後、そのデータをより 具体的かつ詳細に表示できます。グラフには、HP Performance
Manager コンソールからアクセスできます。 Microsoft Active Directory SPI を HP Performance Manager
と統合する と、 グラフの生成および表示が行えます。 HP Performance Manager に関する詳細は、 第 6 章
「Microsoft Active Directory SPI と  HP のレポート とグラフの作成ソ リ ューシ ョ ンとの統合」 を参照してく

ださい。

リモート  コンソールの Topology Viewer にアクセスするには、 HP Operations Topology Viewer ツールを

インス トールする必要があ り ます。
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ポリシーのカスタマイズ

任意の Microsoft Active Directory SPI ポ リシーの monitoring schedule や measurement threshold のポ リ

シーをカスタマイズできます。 以下は、 変更可能です。

• スク リプ トのパラ メータ

• ルール

• オプシ ョ ン

以前のバージ ョ ンの Microsoft Active Directory SPI ポ リ シーのカスタマイズを保持するには、 Software
Upgrade Tool Kit 2.0 を使用し ます。 詳細については、 『HP Operations Smart Plug-in Upgrade Toolkit
Windows User Guide』 を参照してください。
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第 2 章　Microsoft Active Directory SPI のインス

トールおよびアップグレード
Microsoft Active Directory SPI をインス トールおよびアップグレードするには、以下のセクシ ョ ンに示すタ

スクを実行します。

以下のフローチャートに、Microsoft Active Directory SPI のインス トールおよび設定の概要を示します。凡

例の参照については、 表 1 を参照してください。

図 1　 インストールおよび設定の手順の概要

表 1　 フローチャートの凡例の参照

凡例 参照

A 「Microsoft Active Directory SPI のインス トールに関する前提条件」

（19 ページ） 

B 「ス タン ド アロン管理サーバー上の Microsoft Active Directory SPI
のアップグレード」 （23 ページ） 

C 「Microsoft Active Directory SPI のインス トール/アップグレードの

確認」 （26 ページ） 
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以下のフローチャートに、Microsoft Active Directory SPI のアップグレードの概要を示します。凡例の参照

については、 表 2 を参照してください。

図 2　アップグレード手順の概要

D 「非管理ノードの管理ノードへの変更」 （29 ページ） 

E 「管理ノードへのインス ト ルメ ンテーシ ョ ン カテゴ リ の配布」 （30
ページ） 

F 「管理ノード上のサービスの検出」 （30 ページ） 

G 「データ  ソースの作成」 （33 ページ） 

H 「Microsoft Active Directory サービス  マップの表示」 （33 ページ） 

I 「検出の ト ラブルシューティング」 （63 ページ） 

J 「ポ リ シーのカスタマイズ」 （35 ページ） 

K 「Microsoft Active Directory SPI ポ リシーの配布」 （35 ページ） 

凡例 参照
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表 2　 フローチャートの凡例の参照

インス トール パッケージ

Microsoft Active Directory SPI のインス トール パッケージには、 以下のパッケージが含まれています。

SPI パッケージ

SPI パッケージは、 SPI のすべての機能が含まれる  .msi パッケージです。 このパッケージは、 HPOM に
よって管理されているサーバーにインス トールする必要があ り ます。 Microsoft Active Directory SPI パッ

ケージは、 以下の場所にあ り ます。

<SPI DVD>\SPIs\AD SPI\ADSPI.msi 

グラフ作成パッケージ

このグラフ作成パッケージには、 SPI で提供されるグラフが含まれています。 グラフは、 SPI によって作成

されたデータソースで収集されたメ ト リ ッ クから描画されます。Microsoft Active Directory グラフ作成パッ

ケージは、 以下の場所にあ り ます。

<SPI DVD>\SPIs\AD SPI OVPM ConfigurationPackage\HPOvSpiAdGc.msi

凡例 参照

A 「新しいバージ ョ ンの Microsoft Active Directory SPI のインス

トール前の準備」 （23 ページ） 

B 「Microsoft Active Directory SPI の検出ポ リ シーを削除し ま

す。」 （23 ページ） 

C 「Microsoft Active Directory SPI ポ リ シー グループの名前を変

更する」 （23 ページ） 

D 「すべての管理ノードからデータを収集する」 （24 ページ） 

E 「ス タン ド アロン管理サーバー上の Microsoft Active Directory
SPI のアップグレード」 （23 ページ） 

F 「必要に応じて Microsoft Active Directory SPI のポ リ シーをカ

スタマイズする」 （24 ページ） 

G 「更新したインス トルメンテーシ ョ ンを配布する」 （24 ページ） 

H 「ノードからデータ  ソースを削除する」 （25 ページ） 

I 「Microsoft Active Directory SPI のインス トール/アップグレー

ドの確認」 （26 ページ） 
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レポート  パッケージ

この Reporter パッケージには、SPI で提供されるレポートが含まれています。HP Reporter は、SPI によっ

て管理されている ノードからのデータを HPOM 経由で収集し、ローカルのデータベースに保存して、デフォ

ル ト の SPI レポー ト  ポ リ シーに基づいて .html レポー ト を作成します。 Microsoft Active Directory レ
ポート  パッケージは、 以下の場所にあ り ます。

<SPI DVD>\SPIs\AD SPI\ADSPI-Reporter.msi

コンソール パッケージ

コ ン ソール パッ ケージには、 Microsoft Active Directory ト ポ ロジの表示に使用される HP Operations
Topology Viewer ツールが含まれています。 このツールでは、 DC、 PBHS、 フォレス ト などの Microsoft
Active Directory のすべてのコンポーネン トが表示されます。

<SPI DVD>\SPIs\SPIs Console Packages\OVTV-Console.msi

インス トール環境

HPOM for Windows は、 エンタープライズ アプリ ケーシ ョ ン サーバーをスケーラブルに監視する機能を提

供します。 SPI は、 このスケーラブルなアーキテクチャの一部と して、特定のアプリ ケーシ ョ ン サーバーの

監視を可能にします。 この SPI DVD から  SPI を選択し、 HPOM によって管理されているサーバーにイン

ス トールできます。

HPOM 8.10 サーバーへの SPI コンポーネン トの標準インストール

デフォルトでは、 HPOM for Windows 8.10 サーバーに OVPMLite と  ReporterLite がインス トールされま

せん。インス トールでは、SPI 製品のフル バージ ョ ンだけが利用できます。そのため、HP Operations Smart
Plug-Ins DVD では、 SPI パッケージだけを選択でき、 レポート とグラフの作成用パッケージは選択できま

せん。 ただし、 同じマシンに Reporter または Performance Manager のフル バージ ョ ンがインス トールさ

れている場合は、 対応するパッケージのインス トールまたはアンインス トールを  HPOM 8.10 サーバーで行

う こ とができます。

リモート  コンソールへの標準インストール

SPI DVD に収録されたすべてのリモート  コンソール パッケージは、 リモート  コンソールに一度にインス

トールされます。 特定のリモート  コンソール パッケージを選択するためのオプシ ョ ンはあ り ません。

スタンドアロンの HP Reporter または HP Performance Manager

スタン ドアロンの HP Reporter または HP Performance Manager がインス トールされているシステムで

は、HP Operations Smart Plug-Ins DVD の SPI の対応するパッケージだけが有効になり、使用するこ とが

できます。たとえば、HP Reporter だけがインス トールされているシステムには、SPI の Reporter パッケー

ジをインス トールできます。 HP PM 上のグラフ作成パッケージについても同様です。
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Microsoft Active Directory SPI のインストールに関する前提条件

SPI をインス トールする前に、 ソフ ト ウェアとハード ウェアの要件を満たして ください。 また、 Microsoft
Active Directory SPI をインス トールする前に、 HPOM サーバーをインス トールして ください。 Microsoft
Active Directory SPI のインス トールを始める前に HPOM セッシ ョ ンを停止する必要はあ り ません。

ハードウェア要件

ハード ウェア要件の詳細は、 『HP Operations Manager for Windows インス トール ガイ ド  』 を参照して く

ださい。

ソフ トウェア要件

以下のソフ ト ウェア要件が満たされているこ とを確認して ください。

管理サーバーの場合: 

• HP Operations Manager for Windows: 8.10 および最新のパッチ

• HP Reporter: 3.80

• HP Performance Manager: 8.20 (グラフを生成する場合) 

• HP Operations SPI Data Collector (DSI2DDF) : 2.40

• HP SPI Self-Healing サービス  (SPI-SHS-OVO は SPIDVD を使用して SPI のインス トール時に自動的

にインス トールされる ) : 3.00

• Software Upgrade Tool Kit: 2.0

• 手動でインス トールした DCE (7.35 or higher) 管理ノードすべてに対する  VC-Redistributable。
VC-Redistributable は、 管理ノードの %OvAgentDir% に配置可能

管理ノードの場合: 

• HP Operations Agent (バージ ョ ン8.53 または 8.60 (HTTPS) および 7.35 (DCE) ) がインス トールおよ

び設定されているこ と

• HP Performance Agent: 5.00 (データのログ記録に HP Performance Agent を使用する場合、 必須) 

管理サーバー上のソフ トウェアの前提条件

HPOM コンソール、 管理サーバー、 およびエージェン ト をインス トールして、 Microsoft Active Directory
SPI を有効にしてください。
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Microsoft Active Directory SPI のインストール

Microsoft Active Directory SPI は、 リモート  コンソールまたは管理サーバーにインス トールできます。

Microsoft Active Directory SPI のリモート  コンソールへのインストール

HPOM リモート  コンソールには、Microsoft Active Directory SPI コンソール パッケージのみインス トール

します。

Microsoft Active Directory SPI のスタンドアロン管理サーバーへのインストール

HP Operations Smart Plug-ins DVD には、 Microsoft Active Directory SPI が収録されています。

1 HP Operations Smart Plug-ins DVD を管理サーバーの DVD-ROM ド ラ イブに挿入します。インス トー

ル ウ ィザードが開きます。

2 [次へ] をク リ ッ ク します。 [SPl リ リース ノートおよび他のドキュ メン ト ] 画面が表示されます。
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3 [次へ] をク リ ッ ク します。 [製品の選択] 画面が表示されます。

4 [Microsoft Active Directory] チェッ クボッ クスを選択し、 [次へ] をク リ ッ ク します。 [自動配布の有効

化/ 無効化] 画面が表示されます。 HP Performance Manager および HP Reporter がインス トールされ

ている場合、 [グラフ] と  [レポート ] チェッ ク  ボッ クスも選択します。

5 [有効化] ボタンを選択し、 [次へ] をク リ ッ ク します。 [使用許諾契約] 画面が表示されます。

6 [使用許諾契約書の条項に同意します] オプシ ョ ンを選択するこ とによって、 使用許諾条件に同意し、 [次

へ] をク リ ッ ク します。 [プロ  グラムをインス トールする準備ができました] 画面が表示されます。
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7 [インストール] をク リ ッ ク します。 インス トールが開始されます。 ウ ィザードはコアの SPI、 必要なす

べてのパッケージ、 および Microsoft Active Directory SPI をインス トールします。

8 インス トールの完了後、 [完了] をク リ ッ ク します。

Microsoft Active Directory SPI の HPOM クラスタ環境へのインストール 

Microsoft Active Directory SPI をク ラスタ環境にインス トールする前に、 ク ラスタの各システムに HPOM
for Windows 8.10 がインス トールされているこ とを確認してください。

タスク  1 ： 最初のクラスタ対応の管理サーバーで、 Smart Plug-in を選択してインストールします。

次の管理サーバーに進む前に、 「Microsoft Active Directory SPI のスタンドアロン管理サーバーへのインス

トール」 の手順を完了します。

タスク  2 ： 次のクラスタ対応の管理サーバーで、最初の管理サーバーへのインストールで選択した Smart Plug-in をイン

ストールします。

「Microsoft Active Directory SPI のスタンドアロン管理サーバーへのインス トール」 で説明した手順をク ラ

スタ内の各管理サーバー上で繰り返し実行します。 インス トールがすべて完了するまで、 次の管理サーバー

でのインスト ールを続行します (HP Operations Manager ク ラスタ  インスト ールで定義されていると おり )。

Microsoft Active Directory SPI のアップグレード

リモート  コンソール、 管理サーバー、 およびク ラスタ環境の Microsoft Active Directory SPI は、 アップグ

レードできます。

共通のインス トーラを使用して、 以前のバージ ョ ンの Microsoft Active Directory SPI が既にインス トール

されているかど うかを検出します。 以前のバージ ョ ンが検出された場合は、 以下のアップグレード用のタス

クを実行します。 共通のインス トーラによって、 すべての SPI のインス トール作業も一元化されます。

Microsoft Active Directory SPI を HPOM ク ラスタのすべてのノードにインス トールするまでは、 HPOM
コンソールは正し く機能しません。

開始する前に、 Microsoft Active Directory SPI 用の十分なディ スクの空き容量が各管理サーバーにあるこ

とを確認して ください。 インス トール中にインス トールをキャンセルする と、一部のコンポーネン トだけが

インス トールされ、それらのインス トール済みのコンポーネン ト を手動で削除するこ とが必要になる場合が

あ り ます。

 

ク ラスタのすべての管理ノード でのインスト ールが完了するまで、HPOM コンソールは正しく 機能しません。

ポ リシー グループ [SPI for Active Directory] → [Windows Server 2003 / Windows Server 2008] → 
[Auto Deploy] → [Discovery] → [Advanced Discovery] の下にあるすべてのポ リシーを削除します。
22 第 2 章



リモート  コンソール上の Microsoft Active Directory SPI のアップグレード

リ モート  コンソールで HPOM を使用する場合は、以下のよう にコンソールのみのシステムの Smart Plug-in
アップグレード手順に従ってください。

1 コンソールのみに使用するシステムの DVD ド ラ イブに、 HP Operations Smart Plug-ins DVD を挿入

します。

2 インス トール済みのリモート  コンソールが検出されたこ とを示すダイアログ ボッ クスが表示されるま

で、 画面の説明に従ってください。

3 [次へ] をク リ ッ ク します。

インス トールされている既存のパッケージすべてがアップグレード されます。

スタンドアロン管理サーバー上の Microsoft Active Directory SPI のアップグレード

管理サーバー上の Microsoft Active Directory SPI をアップグレードするには、以下のタスクを実行します。

タスク  1 ： 新しいバージ ョ ンの Microsoft Active Directory SPI のインストール前の準備

HP Operations Smart Plug-ins DVD をインス トールする前に、 以下の手順を実行します。 これらの手順で

は、 必要に応じたカスタマイズの保存や追加サービスの検出が可能になり ます。

1 Microsoft Active Directory SPI の検出ポリシーを削除します。

a コンソールで、[Operations Manager] → [ポリシー管理] → [ポリシー グループ] → [SPI for Active
Directory → [ja] → [Windows Server 2008] (または [Windows Server 2003] ) → [Auto Deploy]
→ [Discovery] → [Basic Discovery] をク リ ッ ク します。

b [Discovery] を右ク リ ッ ク し、 [すべてのタスク ] → [アンインストールする対象ノード ...] を選択し

ます。

c Microsoft Active Directory 環境で実行されている  [ノード ] を選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

2 Microsoft Active Directory SPI ポ リシー グループの名前を変更する

a コンソールで、 [Operations Manager] を選択します。

b [ポリシー管理]、 および [ポリシー グループ] をダブルク リ ッ ク します。

c [SPI for Active Directory] グループを選択し、 右ク リ ッ ク して名前を変更します (例: SPI for
Active Directory_OLD)。

すべての管理ノードを選択する と、 Microsoft Active SPI の検出ポ リシーを削除できます。
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3 すべての管理ノードからデータを収集する

Microsoft Active Directory 管理ノードすべてから、 以前のすべてのデータ  ソースを収集します。 この

ためには、 HP Reporter サーバー上で以下の手順を実行します。

a HP Reporter サーバーに .NET Framework のバージ ョ ン 2.x 以上がインス トールされているこ と

を確認します。 HP Operations Smart Plug-in DVD を HP Reporter サーバーのド ライブに挿入し

ます。

b コマンド  プロンプ ト を開き、 次のコマンドを実行してHP Reporter の ト レース  レベルを 9 に設定

します。

repmaint -trace 9

c discovery コマンドを実行して HP Reporter サーバー上のすべての管理ノードを検出します。

%OvDataDir%\trace.discover ファ イルをチェッ ク して、 すべての Microsoft Active 
Directory 管理ノードが検出されたこ とを確認します。

d コマンドプロンプ ト を開き、 次のパスまで移動します。

<DVD-Drive>\SPIs\AD SPI

e すべての Microsoft Active Directory 管理ノードが HP Reporter に検出されるこ とを確認し、 次の

コマンドを実行します。

ADSPI_run_gatherCODA.exe <reporter_system_dsn> <reporter_db_username> 
<reporter_db_password> 

この場合、 <reporter_system_dsn> は HP Reporter データベースのシステム DSN、 <reporter_db_
username> と  <reporter_db_password> は HP Reporter データベースにアクセスするためのユー

ザー名とパスワードです。

f %OvDataDir%\trace.gather ファ イルをチェ ッ ク してエラーがないか調べます。 すべての

Microsoft Active Directory 管理ノードから、 すべてのメ ト リ ッ ク  リ ス トのデータが収集されたこ

とを確認します。

タスク  2 ： 新しいバージ ョ ンの Microsoft Active Directory SPI をインストールする

1 HP Operations Smart Plug-ins DVD をド ライブに挿入し、 画面に表示される指示に従います。

「Microsoft Active Directory SPI のインス トール」 を参照して ください。

2 [Microsoft Active Directory SPI] を選択してインス トールします。

タスク  3 ： 必要に応じて Microsoft Active Directory SPI のポリシーをカスタマイズする

以前のバージ ョ ンの Microsoft Active Directory SPI ポ リ シーのカスタマイズを保持するには、 Software
Upgrade Tool Kit 2.0 を使用し ます。 詳細については、 『HP Operations Smart Plug-in Upgrade Toolkit
Windows User Guide』 を参照してください。

1 つ以上のポ リ シーの配布後にそれらのポ リ シーをカスタマイズする場合、 必ずカスタマイズ後にポ リシー

を再配布して ください。

タスク  4 ： 更新したインストルメンテーシ ョ ンを配布する

新規または更新したポ リ シーを有効にするには、 更新した Microsoft Active Directory SPI インス トルメン

テーシ ョ ンを配布する必要があ り ます。 管理ノードのグループに一括でインス トルメンテーシ ョ ンを配布す

るか (定義済みの場合)、 各管理ノードに個別に配布できます。

1 HPOM コンソールで、 [Operations Manager] → [ノード ] を選択します。

2 Microsoft Active Directory 環境 (または Microsoft Active Directory グループ) で実行されている任意

の管理ノードを右ク リ ッ ク します。

3 [すべてのタスク ] → [プログラムの配布] を選択します。
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4 [プログラム  ファ イル] 領域から、ActiveDirectory_Core と  ActiveDirectory_Discovery を選択し、 [OK]
をク リ ッ ク します。

5 Microsoft Active Directory 環境で実行されている残りのノードについて、 必要に応じて手順 1 ～ 5 を
繰り返します。

タスク  5 ： ノードからデータ  ソースを削除する

このバージ ョ ンの Microsoft Active Directory SPI では、 管理ノード上のデータ  ス ト アに記録するデータの

形式が異なっています。 HP Reporter も これを使用します。 このため、更新されたデータ  ス ト アを作成する

前に、 以前のバージ ョ ンの Microsoft Active Directory SPI データ  ス ト アを削除してください。 古いデータ

ソースを削除するには、 以下のステップを実行します。

1 すべての Microsoft Active Directory ノードに、SPI Data Collector および ActiveDirectory_Core イン

ス トルメンテーシ ョ ン グループを配布します。

2 Microsoft Active Directory 環境で実行されているすべての管理ノードで、 [古い ADSPI ク ラスの削除]
ツールを実行します。

タスク  6 ： Microsoft Active Directory SPI を設定する

「Microsoft Active Directory SPI の設定手順」 （29 ページ） で説明した手順を実行します。

HPOM クラスタ環境での Microsoft Active Directory SPI のアップグレード

ク ラ ス タ環境での Microsoft Active Directory SPI をアップグレードする前に、 ク ラ ス タの各システムに

HPOM for Windows 8.10 がインス トールされているこ とを確認してください。

タスク  1 ： 最初のクラスタ対応の管理サーバーで、 Smart Plug-in を選択してインストールします。

次の管理サーバーに進む前に、「スタンドアロン管理サーバー上の Microsoft Active Directory SPI のアップ

グレード」 （23 ページ） の手順を完了します。

タスク  2 ： 次のクラスタ対応の管理サーバーで、 最初の管理サーバーへのインストールで選択したSmart Plug-inをイン

ストールします。

「スタンドアロン管理サーバー上の Microsoft Active Directory SPI のアップグレード」 （23 ページ） のタス

ク  1 (手順 1 と  2 のみ)、 タスク  2 ～ 4、 およびタスク  6 をク ラスタ内の各管理サーバー上で繰り返し実行し

ます。 イ ン ス ト ールがすべて完了する まで、 次の管理サーバーでのイ ン ス ト ールを続行し ます (HP
Operations Manager ク ラスタ  インス トールで定義されている とおり )。

HPOM ク ラ ス タのすべての管理ノード で Microsoft Active Directory SPI をア ップグレードする まで、

HPOM コンソールは正し く機能しません。

開始する前に、 Microsoft Active Directory SPI 用の十分なディ スクの空き容量が各管理サーバーにあるこ

とを確認して ください。 インス トール中にインス トールをキャンセルする と、一部のコンポーネン トだけが

インス トールされ、それらのインス トール済みのコンポーネン ト を手動で削除するこ とが必要になる場合が

あ り ます。

 

ク ラスタのすべてのノードでのインス トールが完了するまで、 HPOM コンソールは正し く機能しません。
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Microsoft Active Directory SPI のインストール/アップグレードの

確認

Microsoft Active Directory SPI が正し く インス トール/アップグレード されたこ とを確認するには、 以下の

いずれかをチェッ ク します。

• ポ リシー グループの下にある  SPI をチェッ ク します。 [ポリシー管理] の下にある  [ポリシー グループ ]

を展開します。 リ ス ト の [SPI for Active Directory] で、 インス トールを確認します。 さ らに [SPI for
Active Directory] を展開して、 [Windows Server 2003] および [Windows Server 2008] をチェッ クで

きます。

• ポ リシーとバイナリのバージ ョ ンが 7.00 であるこ とを確認します。
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第 3 章　Microsoft Active Directory SPI の設定
Microsoft Active Directory SPI は、Microsoft Active Directory の既存のコンポーネン ト を検出し、Microsoft
Active Directory SPI ポ リシーによって設定されたしきい値を保守するこ とで、 Microsoft Active Directory
を監視します。 Microsoft Active Directory SPI では、 詳細な複数の階層レベルの情報が追加されます。

上位レベルでは、Microsoft Active Directory SPI はフォレス ト を検出します。その後、各 DC を名前で検出

します。 最後に、 サイ ト、 サイ ト を接続する優先 PBHS、 複製、 Sysvol を含む利用可能な Microsoft Active
Directory サービス と コンポーネン ト を検出します。
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このよ うにして、Microsoft Active Directory SPI は検出されたサイ トのパーティシ ョ ンを表示します。 これ

はサービス  マップに表示されます。 展開する と、 フォレス ト  レベルでのサービス警告から ド リル ダウンし

て、問題の原因となっている特定の DC の特定のサービスまたはコンポーネン ト を表示するこ とができます。
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問題の原因を見つけるためには、 アラートが発生したサービス  マップのサービス  (赤色で示される ) を右ク

リ ッ ク してから、 [障害原因] を選択します。

Microsoft Active Directory SPI の設定手順

Microsoft Active Directory SPI を設定するには、 以下のタスクを実行します。

非管理ノードの管理ノードへの変更

非管理ノードを管理ノードに変更するには、 そのノードを HPOM コンソールのノード  フォルダに追加しま

す。 ノードを追加する と、 自動サービス検出プロセスを起動し、 これによって手動で起動したプロセスを再

現できます。 非管理ノードを管理ノードに変更するには、 以下の手順を実行します。

1 コンソールで、 [ノード ] を右ク リ ッ ク してから、 [設定] → [ノード ] を選択します。

2 [管理ノードの設定] ボッ クスで、 次の方法のいずれかで非管理ノードを [ノード ] に追加します。

— 左ペインで、 追加する各ノードをダブルク リ ッ ク します。

— ノードを左から右にド ラ ッグ アンド  ド ロ ップします。

— 左ペインで、 各ノードを右ク リ ッ ク し、 [管理] を選択します。

3  (必要な場合) HP Operations エージェン ト  ソフ ト ウェアを実行しているシステムが、左ペインの [検出

されたノード ] フォルダにない場合は、詳細ペインで、 [ノード ] を右ク リ ッ ク し、 [新規ノード ] を選択し

ます。 次に、 システム名およびその他の関連情報を入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。
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管理ノードへのインストルメンテーシ ョ ン カテゴリの配布

Microsoft Active Directory SPI の以下のインス トルメンテーシ ョ ン カテゴ リ を配布します。

• SPI Data Collector　

• ActiveDirectory_Core　

• ActiveDirectory_Discovery　

インス トルメンテーシ ョ ンを配布するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM のコンソール ツ リーで、 ノードを右ク リ ッ ク し、 [すべてのタスク ] を選択します。 [プログラム

の配布] を選択します。 [プログラムの配布] ボッ クスが開きます。

2 必須のインス トルメンテーシ ョ ン カテゴ リである  [SPI Data Collector] を選択します。

3 [ActiveDirectory_Core] カテゴ リ と  [ActiveDirectory_Discovery] カテゴ リ を選択して、[OK] をク リ ッ

ク します。

4 すべての Microsoft Active Directory SPI 管理ノードについて、 手順1～3を実行します。

管理ノード上のサービスの検出

管理ノード上の既存の Microsoft Active Directory サービスを検出するには、 検出ポ リ シーを配布します。

サービスを検出するには、 以下の手順を実行します。

1 コンソール ツ リーで、 [ポリシー管理] → [ポリシー グループ ] → [SPI for Active Directory] → [ja] →
[Windows Server 2008] (または [Windows Server 2003] ) → [Auto Deploy] → [Discovery] → [Basic
Discovery] の順に展開します。

2 [Basic Discovery] を右ク リ ッ ク し、 [すべてのタスク] → [配布先ノード ...] を選択します。

言語インターフェイス と して日本語 [ja] を選択します。 ポ リシー グループと して [Windows Server 2008]
または [Windows Server 2003] を選択します。
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3 [ポリシーの配布先...] ダイアログ ボッ クスで、 すべての Microsoft Active Directory 管理ノードを選択

し、 [OK] をク リ ッ ク します。

4 配布状況を表示するには、 [ポリシー管理] の下で、 [配布ジョブ] を右ク リ ッ ク し、 [ここから新しいウィ

ンドウ] を選択します。 メニューから、 [ウィンドウ] → [上下に並べて表示] を選択します。

並べて表示されたウ ィンド ウでは、 Microsoft Active Directory の実行されたプロセス、つま り、ディ レ

ク ト リ 情報ツリ ー (DIT)、複製、PBHS、Sysvol、信頼、DNS、FSMO (Flexible Single Master Operations)、
検出された GC サービス、 および更新されたサービス  マップを確認できます。

管理ノード上で [Auto-Deploy] オプシ ョ ンを有効にしない場合、 [ポリシー管理] → [ポリシー グループ] →
[SPI for Active Directory] → [ja] → [Windows Server 2008] ( または [Windows Server 2003] ) → [Auto
Deploy] → [Discovery] の下にある  [Advanced Discovery] ポ リシーを、 手動でそのノードに配布し、 検出

プロセスを完了して ください。
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左ペインのコンソール ツ リーの [サービス] → [システム インフラス ト ラクチャ ] → [Active Directory] か
ら、 各 DC (DC: <名前>) をたどるこ とができます。 その下には、 DIT、 DNS、 FSMO、 GC、 Sysvol、 複製

などの必須コンポーネン トが含まれる  [サービス] フォルダが表示されます。

Microsoft Active Directory のコンポーネン トの中で、 DIT、複製、 Sysvol、および信頼の各サービスがコア

部分を形成します。 DNS、 FSMO、 GC などの他のコンポーネン トは、 Microsoft Active Directory 環境に

応じてオプシ ョ ンとな り ます。
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データ  ソースの作成

Microsoft Active Directory SPI は、 管理ノード上のメ ト リ ッ ク  データを収集し、 管理ノードのデータ  ス ト

アに記録します。

データを記録するポ リシーを有効にするには、データソースを CODA (またはHP Performance Agent) に作

成する必要があ り ます。 [ポリ シー グループ ] → [SPI for Active Directory] → [ja] → [Windows Server
2008] (または [Windows Server 2003] ) → [Auto-Deploy] → [Discovery] → [Advanced Discovery] の下に

ある  [ADSPI-CreateDataSources] ポ リ シーによって、 必要なデータ  ソースが HP Operations エージェン

ト または HP Performance Agent のデータ  ス ト ア内に作成されます。

Microsoft Active Directory サービス マップの表示

自動検出が完了したら、 検出されたサービスが HPOM サービス  マップのド メ インとサイ トでグラフ ィカル

表示されているのを確認できます。

1 コンソールの詳細ペインで、 [サービス] → [システム インフラスト ラクチャ ] を選択します。

2 [Active Directory] を選択します。

Ensure to

このポ リシーを管理ノード上で実行する前に、 インス トルメンテーシ ョ ン カテゴ リ  SPI for Data Collector
を配布して ください。
Microsoft Active Directory SPI の設定 33



コンソール ツ リーで [サービス ] を選択する と、 右ペインにサービス  マップが表示されます。 ド メ イン、 サ

イ ト、および DC 名を確認できます。 OVO または HPOM によって管理されている ノードについては、検出

されたサービス と コンポーネン ト のいずれか、 または両方を [サービス ] ボッ ク スの下で確認できます。

[FSMO] などの各コンポーネン ト をさ らに展開し、 選択した DC 上にある個々のマスタ操作サービスを表示

するこ とができます。
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ポリシーのカスタマイズ

必要に応じて、 手動配布ポリシーをカスタマイズできます。 このポ リシーをカスタマイズするには、 以下の

手順を実行します。

1 ポ リシーを右ク リ ッ ク し、 [すべてのタスク ]、 [編集...] の順に選択します。

2 [しきい値レベル] と  [オプシ ョ ン ] のいずれかのタブ、 または両方をク リ ッ ク してカスタマイズします。

必要に応じて、 必要なしきい値や他のオプシ ョ ンを設定します。

3 [Save and Close] をク リ ッ ク します。

以前のバージ ョ ンの Microsoft Active Directory SPI ポ リ シーのカスタマイズを保持するには、 Software
Upgrade Tool Kit 2.0 を使用し ます。 詳細については、 『HP Operations Smart Plug-in Upgrade Toolkit
Windows User Guide』 を参照してください。

Microsoft Active Directory SPI ポリシーの配布

ポ リシー グループから  Microsoft Active Directory SPI ポ リシーを選択して、 ノードに配布できます。

Microsoft Active Directory SPI のインス トール中にポリシーの自動配布設定が有効になっている場合、検出

ポ リ シーが既に追加済みの Microsoft Active Directory ノ ー ド に自動的に配布され、 Microsoft Active
Directory SPI によって必要な自動配布ポ リシーが配布されます。

ポ リシーの自動配布設定が無効になっている場合、 自動で配布ポリシーを適宜、 ノード上に手動で配布する

必要があ り ます。

Microsoft Active Directory SPI ポ リシーを配布するには、 以下の手順を実行します。

1 コンソール ツ リーで、 [ポリシー管理] → [ポリシー グループ ] → [SPI for Microsoft Active Directory]
→ [ja] → [Windows Server 2008] (または [Windows Server 2003] ) の順に展開します。 

2 <ポリシー グループ> を右ク リ ッ ク します。 [すべてのタスク] → [配布先ノード ...] を選択します。 [ポリ

シーの配布先...] ウ ィンド ウが表示され、 すべての管理ノードが一覧表示されます。

3 <ポリシー グループ> を配布する  1 つ以上の管理ノードを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。 <ポリシー

グループ> が選択したノードに配布されます。

4 すべてのノードで手順 1 ～ 3 を実行します。

ポ リシー配布した後にカスタマイズした場合、そのカスタマイズされたポ リシーを再配布する必要があ り ま

す。 ポ リシーのカスタマイズに関する詳細は、 第 4 章 「ポ リ シーのカスタマイズ」 を参照してください。
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データのログ記録のシナリオ

Performance Agent をデータ  ス ト ア と して使用する場合、 データ ソースの作成とデータのログ記録が

Performance Agent でデフォルトで実行されます。 設定は不要です。

データ  ソースを作成し、 データを CODA に記録するには、 Performance Agent のインス トール中に、 以下

の手順を実行します。

1 dsi2ddf フォルダをパス  %OvAgentDir%\Conf に作成します (存在しない場合)。

2 空のファイル nocoda.opt を作成します。

3 ADSPI 以外の他のデータ  ソースの名前を入力します。 このデータ  ソースは、 Performance Agent で作

成され、 そこで nocoda.opt ファイルにデータをログ記録する必要があ り ます。

データ  ソース  ADSPIは、 CODA で作成され、 そこでデータのログ記録が行われます。

ポ リシー、 ツール、 レポート、 およびグラフに関する詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for Microsoft
Active Directory オンライン ヘルプ 』 または 『HP Operations Smart Plug-in for Microsoft Active Directory
オンライン ヘルプ PDF 』 を参照してください。
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第 4 章　ポリシーのカスタマイズ
ポリ シーは、 Microsoft Active Directory 環境を監視し、ルールと スケジュールの指定に従って実行されます。

Measurement threshold には、 Microsoft Active Directory の状態を解釈するためのルールが含まれます。

Microsoft Active Directory 環境の要件に合う よ うに特定のポリシーをカスタマイズできます。

Microsoft Active Directory の各ポリシーとそれらのデータ  ス ト アに関する詳細は、『HP Operations Smart
Plug-in for Microsoft Active Directory オンライン ヘルプ 』 を参照してください。

デフォルト  ポリシーのカスタマイズ

特定のポ リ シーをダブルク リ ッ ク して、 そのポ リ シーの 1 つ以上の条件を変更します。 [ポリシー管理] →
[ポリ シー グループ ] → [SPI for Active Directory] → [ja] → [Windows Server 2003] ( または [Windows
Server 2008] ) → [Auto Deploy] をク リ ッ ク します。 実行可能な変更の一部を以下に示します。

• スク リプ ト  パラ メータ

• ルール

• オプシ ョ ン

Microsoft Active Directory SPI ポ リシーから メ ッセージの正確なソースを見つけるには、メ ッセージ ID を
使用します。
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Monitoring Schedule または Measurement Threshold の各ポリシーのカスタマイズ

任意の Microsoft Active Directory SPI ポ リシーの monitoring schedule や measurement threshold のポ リ

シーをカスタマイズできます。 最新の変更を適用する ノードについてポ リ シーを更新した後、 [ポリシー グ

ループ ] を右ク リ ッ ク し、 [すべてのタスク ] → [最新バージョ ンへの更新] を選択します。 次に、 以下の手順

に従って、 1 つ以上のポリシーを 1 つ以上の管理ノードに再配布します。

1 [タイプ別エージェン ト  ポリシー ] を展開し、 [Scheduled Task] を選択します。

2 コンソールの詳細ペインで、 特定のポリシー (例: ADSPI <ポ リシー名>) をダブルク リ ッ ク します。

3 必要に応じて、 [スケジュール] タブを選択し、 Scheduled Task を変更します。

カスタム データ収集グループの作成

カスタム データ収集グループを作成し、単一の DC についてその監視間隔と しきい値のいずれか、 または両

方を変更できます。 ポ リシーのグループを新たに作成するには、 まず、 新し くグループ名を付けたフォルダ

に必要なポ リシーをコピーします。 新しいグループにポリシーを貼り付けたら、 それらを修正し、 バージ ョ

以前のバージ ョ ンの Microsoft Active Directory SPI ポ リシーのカスタマイズを保持するには、 Software 
Upgrade Tool Kit 2.0 を使用します。 詳細については、 『HP Operations Smart Plug-in Upgrade Toolkit 
Windows User Guide』 を参照してください。
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ン番号を変更できます。 ユーザー作成版を使用する と、 ノード  グループの監視の必要性に応じて専用ポ リ

シーを作成し、 ノード  グループに配布するこ とができます。 この方法を使用する と、管理ノード とポ リ シー

を、 容易に認識できるグループにまとめるこ とができます。

ポリシーの配布

HPOM コンソール内の Microsoft Active Directory SPI のポ リシーは、 ポ リ シー グループとポ リ シー タイ

プに編成されます。 各ポ リ シー グループで利用可能なポ リ シーについては、 『HP Operations for Microsoft
Active Directory SPI オンライン ヘルプ 』 を参照してください。

ポリシー グループ

ポ リシー グループは、配布方法および検出または監視の対象となる分野に従ってポ リシーを編成します。配

布は自動、 手動のいずれでも行えます。 ユーザー環境の Microsoft Active Directory で自動および手動で配

布されたポ リシーを表示するには、 以下の手順を実行します。

1 [ポリシー グループ] を展開し、 コンソール ツ リーの [SPI for Active Directory] をク リ ッ ク します。

2 言語インターフェイス と して [ja] をク リ ッ ク します。

3 [Windows Server 2003] または [Windows Server 2008] を選択します。

4 [Auto-Deploy] または [Manual-Deploy] を選択します。

各配布のポ リ シーが表示されます。 [Auto-Deploy] グループを使用する と、 すべてのサブグループを同時に

配布できます。 さ らにサブグループから特定のタスクを選択するこ と もできます。 たとえば、 [Discovery]
→ [Advanced Discovery] または [Basic Discovery] などです。 DIT、 DNS、 FSMO、 信頼などの監視分野

を選択できます。

ポリシー タイプ

タイプ別エージェン ト  ポ リ シーは、 タイプに従ってポ リ シーを編成します。 たとえば、 GC、 複製、 または

FSMO 監視のスケジューリ ングは Scheduled Task ポ リ シーに含まれます。 それらの複製または FSMO ポ
リシーのしきい値の条件は Measurement Threshold ポ リシーに含まれます。
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Auto-Deploy ポリシーの使用

Microsoft Active Directory SPI の Auto-Deploy ポ リ シーは、 論理グループに分けられています。 1 つは検

出サービス用、 その他は Microsoft Active Directory サービス と コンポーネン ト  (DIT、 DNS、 GC、 FSMO、

複製、 応答時間、 信頼関係など ) の監視用です。 以降のセクシ ョ ンでは、 Auto-Deploy ポ リ シーのさまざま

なサブグループとそれらの機能について説明します。

検出

Microsoft Active Directory SPI には、 service discovery ポ リシーが含まれており、管理ノード上で実行され

ている  DIT、 DNS、 FSMO、 RODC、 PBHS、 複製、 GC、 信頼などのサービスおよびコンポーネン ト を検

出できます。

DIT 監視

DIT と呼ばれる  Microsoft Active Directory データベースのサイズと動作をチェッ ク し、 空き容量を監視し

ます。 また、 DIT に対して保留状態になっている処理の数を追跡します。

DNS 監視

DNS Monitoring ポ リシーは、 DNS サーバーにある各種サービス リ ソース  レコードの存在、 可視性、 およ

び有効性をチェッ ク します。 SRV レコードは、 DNS ク ライアン トが、 他のサーバーにある利用可能な特定

のサービスを検索できるよ うにします。DNS ポ リシーは、情報の欠落または誤り を検出する と、HPOM メ ッ

セージ ブラウザに警告を送信します。 その他のポ リ シーは、 Microsoft Active Directory が使用する特定の

DNS サーバーおよび DNS サービスの応答性および可用性をチェッ ク します。

FSMO 監視

バインドや ping を通じて、 このポ リシーはド メ イン名前付け、 スキーマ マスタの応答、 インフラス ト ラ ク

チャ  マスタ、 スキーマ マスタ、 PDC マスタ、 および RID マスタ  (RID プール要求) を含む、 操作マスタの

各サービスの全般的な応答性を監視します。

複製監視

Replication ポ リシーは、 ド メ インに属するすべての DC に変更を伝達するのに必要な時間を測定できます。

さ らにこのポ リシーは、サイ ト間 (インターサイ ト ) の複製時間やサイ ト内 (イン ト ラサイ ト ) の複製間隔につ

いて、 監視するこ と もできます。 Replication ポ リ シーは、 応答時間や状態が許容できるかど うかを判断す

るため、 Microsoft Active Directory のオブジェク ト を定期的に変更します。

応答時間監視

Response time ポ リシーは、Microsoft Active Directory の全般的な応答時間と  GC に対するバインドおよび

クエ リの応答時間を測定します。
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GC 監視

このポ リシーは、 以下の 2 つの観点から、 GC の複製を行うのに必要な時間を測定します。

• サービスを提供する  DC (GC) 

• サービスにアクセスする  DC (DC)

Sysvol 監視

このポ リシーは、 いずれも  Microsoft Active Directory の状態を示す主要な指標である、 Sysvol ファ イル複

製サービス  (FRS)、 Sysvol のサイズ、 接続性、 およびグループ ポ リシー オブジェク ト  (GPO) との同期を監

視します。

信頼監視

このポ リ シーは、 信頼の状態を監視し、 信頼関係ツールが Microsoft Active Directory での信頼関係の変更

に関する更新情報を提供できるよ うデータを収集します。

Manual-Deploy ポリシーの使用

Microsoft Active Directory SPI の Manual-Deploy ポ リシーは、Microsoft Active Directory サービスが発生

した後、 自動的に配布されません。 Manual-Deploy ポ リシーは、 接続性、 ド メ インおよび組織単位の構造、

状態、 インデッ クス と クエ リ、複製や複製の動作状況、セキュ リ ティ、サイ トの構造などについて Microsoft
Active Directory の基本的な監視機能を提供します。以降のセクシ ョ ンでは、 Manual-Deploy ポ リ シーのさ

まざまなサブグループとそれらの機能について説明します。

Auto-baseline ポリシー

Auto-baseline ポ リシーは、データ  ス ト ア (CODA) にログ記録された履歴データを利用してしきい値を算出

します。

Auto-baseline ポ リ シーは、 解析された履歴データを基にしきい値を算出します。 Auto-baseline はすべて、

生成される各アラートに 「信頼」 のステータスを付けます。 Auto-baseline ポ リシーは、 次の 3 種類の信頼

のステータスをアラート生成に使用します。

• Low Trust: 2 週間未満のデータを基に算出されたしきい値。

• Medium Trust: 3 週間未満のデータを基に算出されたしきい値。

• High Trust: 最大 4 週間までのデータを基に算出されたしきい値。

Auto-baseline ポ リ シーは、 しきい値の算出に標準偏差法を使用します。 このポ リ シーは以下のメカニズム

に従ってしきい値を算出します。

• Auto-baseline ポ リシーは、 HP Performance Agent によ り設定されたノードでは動作しません。

• Microsoft Active Directory SPI を以前のバージ ョ ンからアップグレード した場合、Auto-baseline ポ リ

シーは以前のバージョ ンの Microsoft Active Directory SPI の履歴データを使用するこ と ができません。
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• ポ リシーは、 監視対象のメ ト リ ッ クの値の履歴を読みます。 値の履歴はデータ  ソースに格納されます。

• ポ リシーは、 メ ト リ ッ ク値の算術平均を算出します。

算術平均 = すべての履歴値の和 / 履歴データ  ポイン トの件数

• メ ト リ ッ クの標準偏差の計算の詳細は次のとおりです。

— メ ト リ ッ クの算術平均

— 履歴データ  ポイン ト

— 履歴データ  ポイン トの件数

• ポ リシーは、 以下の計算を使用してしきい値の範囲を設定します。

— しきい値の最大値 = 算術平均 + 標準偏差

— しきい値の最小値 = 算術平均 – 標準偏差

• ポ リシーは、 メ ト リ ッ ク値がしきい値の範囲内にないと、 アラート を生成します。

AutoThreshold ポ リシーの組み込み VB スク リプ トには、履歴値を基に現在の値を評価し、後述のよ うに警

告を出すロジッ クがあ り ます。最初に、データ  ス ト ア (CODA) にログ記録された履歴値から、標準偏差が算

出されます。第 1 標準偏差は履歴データの 68% から構成され、第 2 標準偏差は履歴データの 95% データか

ら構成され、 第 3 標準偏差は履歴データの 99% から構成されます。 次に、 ポ リ シーによって過去 1 時間の

メ ト リ ッ ク値の平均である現在の値が算出します。

現在の値は、 特定の標準偏差の上下限、 つま り、 68% / 95% / 99% の範囲に収ま り ます。 重要度が示すよ う

に、 現在の値が第 1 標準偏差を下回る と、 警告メ ッセージが属性 (現在の値が標準偏差の “上/高” または “下
/低” を示す) と共に生成されます。

Connector ポリシー (Windows Server 2003 専用) 

このポ リシーは Microsoft Active Directory Connector パフォーマンス  モニタ  カウンタを使用して、ログオ

ン認証、 メモ リー内のページ (作業セッ ト )、 ページ フォルト、 警告、 エラー、 および処理時間などの通信の

問題に関係する動作をチェッ ク します。

ド メインおよび OU 構造

このポ リシーは、 ド メ インおよび組織単位 (OU) の変化を監視します。

グローバル カタログ監視

このポ リシーは、すべてのディ レク ト リの読み取り /書き込み/検索に対して、GC サーバーのパフォーマンス

モニタ  カウンタからのデータを収集して GC サーバーを監視します。
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ヘルス モニタ

このポ リ シーは、 Microsoft Active Directory のパフォーマンスに不可欠なサービス、 イベン ト、 プロセス、

および同期化などの Microsoft Active Directory の各領域をチェ ッ ク します。 主要なサービス とそれに関連

するプロセスには、Kerberos Key Distribution Center (KDC)、NetLogon、NT LM Security Support Service、
ディ レク ト リ 、 および Security Account Manager があ り ます。 ログ監視は、 Windows イベン ト  ログおよ

びシステム ログで特定のイベン トが発生していないかど うかをチェッ ク します。

インデックスおよびクエリ

認証、 LDAP ク ライアン ト  セッシ ョ ンなどのインデッ クスおよびクエ リの動作を監視します。

複製

サイ ト間およびサイ ト内のインバウンド  オブジェク トの測定、複製更新の同期の検証、保留中の更新、複製

インバウンド  オブジェク トのキュー サイズを通じて複製を監視します。

複製アクテ ィ ビテ ィ

Microsoft Active Directory のディ レク ト リ  サービス  ログで複製イベン ト を監視します。

セキュリテ ィ

以下を監視します。

• Microsoft Active Directory 関連イベン トのセキュ リ ティ  イベン ト  ログ

• セキュ リティ  グループの変更

• セキュ リティに関連付けられているパフォーマンス  モニター カウンタ

サイ ト構造

Microsoft Active Directory Site を監視して、 IP サブネッ トが不必要に追加、 変更、 または削除されていな

いこ とを確認します。
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第 5 章　ツールの使用
Microsoft Active Directory SPI は、 さまざまなツールを使用して Microsoft Active Directory 環境に関する

情報を収集し ます。 ツールの説明に関する詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for Microsoft Active
Directory SPI オンラ イン ヘルプ 』 または 『HP Operations Smart Plug-in for Microsoft Active Directory
SPI オンライン ヘルプ 』 PDF を参照してください。

ツールの起動

Microsoft Active Directory ツールを起動するには、 以下の手順を実行します。

1 [ツール] → [SPI for Active Directory] をク リ ッ ク します。

2 起動するツールを右ク リ ッ ク します。 (たとえば、 [AD DC 降格準備ツール]。 ) [起動] をク リ ッ ク します。

3 ツールを起動する管理ノードを選択し、 [起動...] をク リ ッ ク します。
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AD 信頼関係一覧ツール

AD 信頼関係一覧ツールを Microsoft Active Directory 管理ノードで起動する と、DC とそのド メ イン内の信

頼関係に関する情報 (信頼の種類、 信頼のステータス、 DC が属するコンソール内のツ リーなど) が生成され

ます。
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HP Operations Topology Viewer ツールの使用

HP Operations Topology Viewer ツールでは、 マップを生成する こ とによ り、 ユーザー環境の Microsoft
Active Directory の内容と ト ポロジを簡単に表示するこ とができます。 ツールを起動した後、 DC に接続し

てツールの動作を有効にする必要があ り ます。 接続が確立した後、 ウ ィ ン ド ウが開き、 Microsoft Active
Directory のパーティシ ョ ンと接続状況、および Microsoft Active Directory 環境にわたって複製される リ ン

クに関する情報が表示されます。 このツールを使用する と、Microsoft Active Directory に関する情報を以下

の 2 つの方法で表示できます。

• 展開または折り畳みが可能なツ リ ー : HP Operations Topology Viewer ウ ィ ン ド ウの左ペイ ンに、

Microsoft Active Directory フォレス ト とそのド メ イン、 DC をホス トする ド メ イン、および接続を通じ

て利用可能なサイ トに含まれるさまざまなコンポーネン トが表示されます。

• サイ ト接続のトポロジー表示: ウ ィンド ウの右ペインでは、 設定されたサイ ト、 それらのサイ トにある

サーバー、 サイ ト  リ ンク、 フォレス ト、 DC、 GC、 およびそれらを リ ンクする接続オブジェク トがグラ

フ ィカルに表現 (3 次元マップ) されます。 サイ ト と  DC は、 よ り効果的に表示されるよ うにマップ内の

他の場所に移動できます。 DC をダブルク リ ッ クする と、 動作中の Windows のバージ ョ ン、 ステータ

ス情報などの詳細情報を取得できます。 また、 このマップについては、 ズームイン/ズームアウト機能

を使用したり、 表示されている トポロジーをビッ トマップ画像にエクスポート した りできます。

HP Operations Topology Viewer ツールは、 コンソールの [ツール] → [SPI for Active Directory] の下にあ

り ます。 このツールは、Microsoft Active Directory SPI の他のコンポーネン トから受け取った情報を補足す

るツールであ り、 どのポ リ シーにも依存しません。 このツールを使用する と、 ユーザー環境の Microsoft
Active Directory 内の各種サイ トやサーバーの接続を素早く確認できます。

図 3　 Topology Viewer ツールの次元表示

Topology Viewer では、 サイ ト とサーバー関連の情報が、 指定されたサーバーに接続した時点で取得された

データのスナップシ ョ ッ ト と して表示されます。 このデータは自動で更新されません。 そのため、 更新が必

要です。 更新するには、 [接続] → [データ更新] を選択します。

Modifications 

ただし、 データを更新する と、 マップのレイアウ トに対する変更が保持されません。
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HP Operations Topology Viewer ツールの起動

HP Operations Topology Viewer を起動するには、 以下の手順を実行します。

1 コンソールの [Operations Manager] → [ツール] → [SPI for Active Directory] で、 [OV Topology
Viewer] (サービス  マップ上) をダブルク リ ッ ク します。

2 [OV Topology Viewer] を右ク リ ッ ク し、 [すべてのタスク] → [ツールの起動...] を選択します。

3 表示されるウ ィンド ウで [接続] メニューの [サーバーに接続...] を選択します。

または、 ツ リーのルート  ノードを右ク リ ッ クするこ と もできます。

4 [サーバーに接続...] ウ ィンド ウで必要な情報を入力して [OK] をク リ ッ ク します。

ツールを起動したら、 Microsoft Active Directory フォレス ト内の DC に接続します。 この 1 つの接続だけ

で HP Operations Topology Viewer に必要なすべてのデータが提供されます。 これは、パーティシ ョ ン、 サ

イ ト、 サイ ト  リ ンク、および接続に関する情報がフォレス ト全体で複製されており、各 DC がその複製情報

を保持しているためです。

HP Operations Topology Viewer ツール – はじめに

HP Operations Topology Viewer ツールを起動して DC に接続するたびに、ツ リー形式 (左ペイン) と  3 次元

マップ形式 (右ペイン) の 2 つのビューが提供されます。表示される情報は同じでも、ウ ィ ンド ウの 2 つのペ

インで、 2 種類の表示ができます。 ツ リーでは、 サーバーのコンポーネン ト を表示し、 右側のペインでは、

これらのコンポーネン ト間の関係が表示されます。

マップには、サイ ト  リ ンクだけが表示されます (緑色の直線で表示)。これらのサイ ト  リ ンクはユーザーが定

義したものです。 これらのリ ンクは、Microsoft Active Directory がサーバー間の接続を確立するための基礎

になり ます。

InterSite Topology Generators (ISTG) と して機能するサーバーはiで識別され、 GC サービスを提供する

サーバーには GC と表示されます。

• サイ ト  リンク  コスト : サイ ト  リ ンク  コス トには、サイ ト間の確立された接続が表示されるだけでなく、

各接続に関連するコス ト も表示されます。 サイ ト  リ ンクのコス トが低いサイ ト間の方が、 サイ ト  リ ン

クのコス トが高いサイ ト間よ り も、 データを複製しやすくな り ます。

青色の曲線で表されるサーバー接続を表示するには、 [表示] → [接続] → [サイ ト間接続の表示] (または 
[イン ト ラ  サイ ト間接続の表示] ) を選択します。

• エラーの接続線: 赤色の直線で表示されるサーバー接続ではエラーが発生しています。このエラーは、DC
が存在せず、 サイ トから削除されたにもかかわらず、 その接続オブジェク トがインバウンド  DC に残っ

ているために発生します。 この接続オブジェク トは、 ユーザー (システム管理者) が作成したものである

場合と  KCC が作成したものである場合があ り ます。 いずれの場合も、 接続オブジェク ト を手動で削除

して ください。

HP Operations Topology Viewer が接続先の DC と同じ  DC に存在する場合、認証が簡単になり ます。 この

よ うな場合、適切な権限を持つログイン済みユーザーと して認識されるため、DC の DNS 名または IP アド

レスを入力するだけでかまいません。 別の資格情報は不要です。
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HP Operations Topology Viewer ツールの機能の使用

メニュー コマンド、 ツールバーを使用するか、 ウ ィ ンド ウ  ペインの両側の領域内でマウスを右ク リ ッ クす

る と、 HP Operations Topology Viewer の複数の機能にアクセスできます。

マップ ビューの調整

HP Operations Topology Viewer 複製マップの表示可能領域に、 サイ ト もサーバーも表示されないこ とがあ

り ます。 また、 表示可能領域のサイズを変更したい場合もあ り ます。 そのよ うな変更やその他の変更は、 表

3 に示すよ うに行う こ とができます。

表 3　マップ ビューの調整

ツリーまたはマップの変更 操作

サイ ト を同じマップの別の場所

に移動する

適切なマップ上のタ イルにサイ ト を ド ラ ッグ & ド
ロ ップします。

サーバーを移動する サイ ト内の適切なマップ上のタイルにド ラ ッグ & ド
ロ ップします。

マップ全体を移動する まず、マップの領域でマウスの中央ボタンを押すか、

またはマウスの左右のボタンを同時に押します。 そ

のまま ド ラ ッグして、 リ リースします。

サーバーまたはサイ ト のラベル

を表示する

[表示] メニューから  [ラベル] → [サーバー ] または 
[サイ ト ] を選択します。

マップのグ リ ッ ドの行と列のサ

イズを拡大または縮小する

マップ上またはマップ外の使用されていないスペー

スを右ク リ ッ ク し、[Map Properties] を選択します。

ツ リーでサイ ト またはサーバー

を検索する

マップで該当するサイ ト またはサーバーを右ク リ ッ

ク し、 [Find Site/Find Server in Tree] を選択します

(ラベルが青色の文字で表示されます)。

マップ内でサーバーを検索する ツ リーで該当するサイ ト またはサーバーを右ク リ ッ

ク し、[Find Site/Find Server on Map] を選択します

 (ラベルが青色の文字で表示されます)。

マップ領域外にサイ ト を移動す

る  (2 通りの方法が可能)
方法 1

1 マウ スの左ボタンでサイ ト を ク リ ッ ク したま

ま、 適切な領域へのド ラ ッグ & ド ロ ップを開始

します。

2 マウスの左ボタンを押下したままで、 マウスの

右ボタンを押し、適切な方向に移動し続けます。

方法 2

1 マウ スの左ボタンでサイ ト を ク リ ッ ク したま

ま、 適切な領域へのド ラ ッグ & ド ロ ップを開始

します。

2 マウスの左ボタンを押下したままで、 矢印キー

を押してマップのビューを変更します。
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キーボードの以下のキース ト ロークを使用したマップ内の移動

表 4　キーボードの機能

キーストローク マップ機能

← (左矢印) マップの表示を約 1 タイル幅分だけ左にスクロールします。

→ (右矢印) マップの表示を約 1 タイル幅分だけ右にスクロールします。

↑ (上矢印) マップ ビューを約 1 タ イル分の高さだけ上方向にスク ロー

ルします。

↓ (下矢印) マップ ビューを約 1 タ イル分の高さだけ下方向にスク ロー

ルします。

Page Up マップ ビューを約 20 タイル分の高さだけ上方向にスクロー

ルします。

Page Down マップ ビューを約 20 タイル分の高さだけ下方向にスクロー

ルします。

Shift+Page Up マップ ビューを約 20 タイル分の幅だけ左方向にスクロール

します。

Shift+Page Down マップ ビューを約 20 タイル分の幅だけ右方向にスクロール

します。

Home マップの表示を左端までスク ロールします。(縦方向の位置は

変わり ません。 )

End マップの表示を右端までス ク ロールします。 (縦方向の位置

は変わり ません。 )
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HP Operations Topology Viewer のメニュー

HP Operations Topology Viewer のメニュー コマンドを表 5 に示します。

表 5　HP Operations Topology Viewer のメニュー

メニュー コマンド 機能

ファ イル 新規作成... 新規ファ イル (空のグ リ ッ ド ) を開き、 現在の

ビューから新しいビューへの移行を可能にし

ます。

開く ... レイアウ ト の保存されたファ イルを選択して

開きます。

保存 レイアウ ト をデフォル ト のレイアウ ト と して

保存します。

名前を付けて保存... レイアウ ト を必要なと きにロードできる よ う

にファ イルに保存します。

ビューへエクスポート ... 現在表示しているマップを、フォーマッ ト を選

択してファイルに保存します。

フォレス トの追加... [フォレス ト の追加] ダイアログを開き、 サー

バーへの接続が成功した後、Exchange 組織の

情報を HP Operations Topology Viewer のツ

リーとマップと して生成します。

データ更新 サーバーに再接続し、前回の接続時点からの変

更があればビューを更新します。
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表示 ズーム よ り近くの視点から高倍率で表示するズーム

イン と、 よ り遠くの視点から全体を表示する

ズームアウ トが可能です。最小値は最大限ズー

ムアウ ト した状態、最大値は最大限ズームイン

した状態です。

次の表示 現在のフォレス ト の次のビューを右ペインに

表示します。

ナビゲーター マップ全体 (現在の表示範囲の外側を含みま

す) のサムネイルを表示し、 現在の表示範囲を

青枠で示します。

凡例 凡例を表示します。凡例は、マップ中で各サー

バーの隣に表示されるシンボルの意味を説明

します。

検索のク リ ア 有効にする と、 ツ リーまたはマップ内のサー

バーやサイ ト を右ク リ ッ ク して [ビューを検

索] または [ツ リーを検索] を選択した結果と

してハイライ ト された項目が、 [検索のク リ ア]
をク リ ッ クする とデフォル ト の表示状態にも

ど り、エレ メン トのハイライ ト表示がなくな り

ます。

メニュー コマンド 機能
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表示 ツール バー Topology Viewer ツールバー ボタンの表示/非
表示を切り替えます。

状況 バー Topology Viewer 状況バー (Topology Viewer
ウ ィ ン ド ウの最下部にあ り ます) の表示/非表

示を切り替えます。

プロパティ ... [サイ ト  ト ポロジー ビューのプロパティ ] ダイ

アログを開き、 マップ中の要素の表示/非表示

を設定したり、マップの見え方の変更を行な う

こ とができます。

ウ ィンド ウ タイ トル ページ HP Operations Topology Viewer のタ イ ト ル

ページを表示します。

サイ ト  ト ポロジー 現在のフォレス ト の Active Directory ト ポロ

ジーを表示します。

Exchange ト ポロジー 現在のフォレス ト の Exchange メ ッセージン

グ ビュー (およびルーテ ィ ング グループ) を
表示します。

ヘルプ HP Operations Topology 

Viewer ヘルプ

HP Operations Topology Viewer のオン ラ イ

ン ヘルプを表示します。

HP Operations Topology 

Viewer について...
HP Operations Topology Viewer のバージ ョ

ン番号を表示します。

メニュー コマンド 機能
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HP Operations Topology Viewer のツールバー

HP Operations Topology Viewer のツールバーの機能を表 5 に示します。

表 6　HP Operations Topology Viewer のツールバー

アイコン 機能

新規ファ イルを開始します。 新規ファ イルは空のグ リ ッ ド

と して作成されます。 [フォレス トの追加] ボタンを押して、

空のビューを埋めていきます。 [新規作成] ボタンを使用す

る と、 現在のビューを閉じた り変更した りせずに新しい

ビューに移行するこ とができます。

以前に保存したビューのファイルを開く こ とができます。

現在のビューをファイルに保存します。

現在のビ ューをエク スポー ト してフ ォーマ ッ ト  (.png、
.bmp 等) を選択して保存します。デフォルトのフォーマッ

トは .png です。

[フォレス トへの接続] ダイアログを開いてフォレス トの追

加を行ないます。 ダイアログでは、 サーバーの接続情報を

入力します。

現在の接続の情報をチェッ ク し、 データを更新します。

マップ ビューを最大限までズームアウ ト します。

マップ ビューを段階的にズームアウ ト します。

マップ ビューをデフォルト設定に戻します。

マップ ビューを段階的にズームインします。

マップ ビューを最大限までズームインします。
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サーバーおよびマップ プロパテ ィへのアクセス

サーバーに正常に接続する と、 ツ リーと ト ポロジー マップが設定され、 以下の情報にアクセスできます。

• サーバーのプロパティ : ツ リーまたはマップでサーバーを右ク リ ッ ク して、 サーバーのプロパティ  シー

ト を表示します。 このシートに表示される情報は、 以下のとおりです。

— Identification: サーバーに割り当てられた GUID、 その完全修飾ド メ イン名、 識別名、 作成日、 オ

ペレーティング システムとそのバージ ョ ン、サービス  パッ ク  (該当する場合)、およびホッ ト  フ ィ ッ

クス  (該当する場合) が表示されます。

— Status: Microsoft Active Directory サーバーのタイプ (例: グローバル カタログ、 ブ リ ッジヘッ ド )
が表示されます。

— Partitions: サーバーに関連付けられたすべての名前付きコンポーネン トが、HP OV Topology Viewer
ツ リーでの表示どおりに表示されます。 これらのコンポーネン トは、読み書き可能なマスター コン

ポーネン ト、 または読み取り専用の複製コンポーネン トのいずれかにグループ化されます。

— Replication: 完了した複製操作と未完了の複製操作に関する情報が表示されます。

— Partners: 選択したサーバーの 1 つ以上の複製パートナーが表示されます。

• マップのプロパティ : 空のマップ セル (サイ トが表示されていないセル) で右ク リ ッ ク して、マップのプ

ロパティ  シート を表示します。 このシートには、 以下の情報が表示されます。

— Map Size: 現在のマップと タイルのサイズが表示されます。 これらのサイズは、 バー スライダを使

用して変更できます。 [Reset] をク リ ッ クする と、 デフォルト設定に戻り ます。

— Spacing: 現在サイ トのスペースに使用されている列と行の数が表示されます。 これらの数は、バー

スライダを使用して変更できます。 [Reset] をク リ ッ クする と、 デフォルト設定に戻り ます。

フォレス ト内の次のト ップレベル ビューを表示します。

ナビゲーターを表示します。ナビゲーターはマップ全体 (現
在の表示範囲の外側を含みます) のサムネイルを表示し、現

在の表示範囲を青枠で示します。 マップ上で青枠の位置を

移動する こ とで、 マップのどこを表示するかを簡単に変更

できます。

Topology Viewer のオンライン ヘルプを表示します。

アイコン 機能

Microsoft Active Directory ド メ インへの接続に使用されたド メ イン アカウン ト のアクセス権限によって

は、 サーバー (DC) のプロパティ  シートの一部の情報が表示されない場合があ り ます。
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第 6 章　Microsoft Active Directory SPI と  HP のレポー

ト とグラフの作成ソリューショ ンとの統合
レポート とグラフでは、Microsoft Active Directory コンポーネン トのパフォーマンスをよ り詳し く表示でき

ます。

レポート とグラフに関する詳細は、『HP Operations Smart Plug-in for Microsoft Active Directory オンライ

ン ヘルプ 』 を参照してください。

レポート とグラフの使用

Microsoft Active Directory SPI をインス トールする と、レポート とグラフの生成テンプレートがインス トー

ルされます。 これらのテンプレートは、 DIT、 DNS、 GC、 複製、 FSMO、 Sysvol、 信頼関係の変更などの

Microsoft Active Directory コンポーネン トのサービスを実行している各 DC に関する、これらのコンポーネ

ン トの可用性や動作状況を対象と しています。

これらの Web ベースのレポートは、 毎日、 夜間に自動的に生成され、 GC および DNS の可用性、 DIT で発

生しているディ スク容量およびキューの長さに関する問題、 複製の遅延、 およびマスタ操作サービスを実行

している  DC ごとの接続回数を定期的にチェッ クする こ とができます。 Windows 2003 ノード と  Windows
2008 ノードでは、 DC 間の信頼関係の変化を対象と したレポート も使用できます。
57



Microsoft Active Directory SPI とHP Reporter との統合

Microsoft Active Directory SPI レポート を使用するには、Setup.exe を実行して、ADSPI Reporter パッ

ケージを HP Reporter サーバーにインス トールする必要があ り ます。 次に、 Reporter を設定してレポート

を生成するよ うにできます。

レポート  パッケージのインストールまたはアップグレード

スタンドアロンの Reporter サーバーに Microsoft Active Directory SPI レポート  パッケージをインス トー

ルまたはアップグレードするには、 以下の手順を実行します。

1 HP Operations Smart Plug-ins DVD を挿入します。

2 setup.exe ファイルをダブルク リ ッ ク します。 インス トールの完了を示すダイアログ ボッ クスが開く

まで、 Windows の管理サーバーのインス トール用画面に表示される指示に従います。

3 [完了] を選択してインス トールを完了します。

HP Reporter パッケージを Microsoft Active Directory SPI 用にアップグレードする前に、 「スタン ドアロ

ン管理サーバー上の Microsoft Active Directory SPI のアップグレード」のステップ 3 (24 ページ) を実行し

て ください。
58 第 6 章



レポート  パッケージの設定

Microsoft Active Directory SPI レポート  パッケージを設定するには、 以下の手順を実行します。

1 Reporter のメ イン ウ ィンド ウを開き、 ステータス  ペインで、Microsoft Active Directory SPI レポート

のアップロードを含む Reporter の設定が変更されていないかど うかをチェッ ク します。

Microsoft Active Directory SPI レポートは、Reporter のメ イン ウ ィンド ウにあるすべてのグループに自

動的に割り当てられます (HPOM レポートの一覧については、「レポートの生成」 を参照してください)。

2 必要に応じて、 レポート を割り当てるこ とによ りグループと単一システム レポート を追加します。

翌日からレポート を閲覧するこ とができます。

Microsoft Active Directory SPI レポー ト を ターゲ ッ ト  ノー ド に割 り 当て る手順については、 HP
Reporter のヘルプを参照して ください。 ヘルプを使用するには、 HP Reporter のメ イン ウ ィンド ウの

左パネルで [レポート ] または [検出されたシステム] を選択し、 それを右ク リ ッ ク します。表示されるサ

ブメニューで、 [レポート  ヘルプ] または [検出されたシステム ヘルプ] を選択します。「[検出されたシス

テム グループ] にレポート定義を割り当てるには」の項を参照してください。詳細については、Reporter
に含まれる  2 つのオンライン ドキュ メン ト  ( 『コンセプ ト  ガイ ド  』 および 『インス トールおよび特別

構成ガイ ド  』 ) も参照してください。

レポートの生成

Microsoft Active Directory SPI をインス トールする と、 Microsoft Active Directory の SPI によって収集さ

れたデータを使用して、 HPOM でレポート を生成するこ とができます。 HPOM では、 夜間のスケジュール

で定期的にレポート を実行します。HPOM では毎日のデータで毎晩レポートが再生成されるため、毎日更新

されたレポート を参照できます。

Microsoft Active Directory SPI のレポート  データは、 各レポートで使用される メ ト リ ッ クにしたがって収

集されます。HP Reporter は、メ ト リ ッ ク変数を通じてデータを識別します。このデータは MS SQL Reporter
データベースに格納されます。 以下の例は、 レポート目的で識別される メ ト リ ッ ク変数を示しています。

<report_table_name>.<Microsoft Active Directory SPI_metric_name>

上記は ADSPI_RESPONSEMON.SYSTEMNAME と して識別されます。

グループおよび単一システムの Microsoft Active Directory SPI レポート をフルネームで識別します。

たとえば、 abc.xyz.com は許容されますが、 abc は許容されません。

レポート をカスタマイズする場合、HP Reporter をインス トールする必要があ り ます。 レポートの変更に関

する  HP Reporter のドキュ メン トについては、 『コンセプ ト  ガイ ド  』 、 『インス トールおよび特別構成ガイ

ド  』、 オンライン ヘルプ、 およびリ リース  ノート を参照して ください。
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Microsoft Active Directory の SPI のレポートには、HPOM コンソールの [レポート ] 領域からアクセスでき

ます。すべてのレポートの詳細は、『Microsoft Active Directory SPI オンライン ヘルプ 』 を参照してください。

Microsoft Active Directory SPI と  HP Performance Manager との統合

Microsoft Active Directory SPI には、 一連の設定済みグラフ テンプレートが備わっています。 これらのグ

ラ フ テンプレー ト が HP Performance Manager システムにイ ン ス ト ールされてお り、 データ  ス ト ア

(CODA または HP Performance Agent) が管理ノード上で実行されているこ とを確認します。

Microsoft Active Directory SPI と  HP Performance Manager を統合するには、 以下の手順を実行します。

1 Microsoft Active Directory SPI をインス トールおよび設定します。

2 グラフ作成パッケージをインス トールします。

HP Performance Manager がある  Windows システムで、 以下の手順を実行します。

a DVD-ROM ド ラ イブに Smart Plug-ins DVD-ROM を挿入し、 Windows エクスプローラ上で

setup.exe をダブルク リ ッ ク します。

b 表示される指示に従います。

詳細については、 HP Performance Manager のドキュ メン ト を参照してください。
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グラフの生成

手動でグラフを生成した後、 データをよ り具体的かつ詳細に表示できます。 グラフにアクセスするには、

HPOM コ ン ソールで、 [Reports & Graphs] → [Graphs] → [SPI for Active Directory] を選択し ます。

Microsoft Active Directory SPI のグラフにアクセスするには、 以下の手順を実行します。

1 [Graphs] → [SPI for Active Directory] を選択します。

2 グラフ名 (たとえば、Active Directory 複製間隔のグラフ) を右ク リ ッ ク し、[グラフを表示...] を選択します。

3 ノード と日付の範囲を選択し、 [完了] をク リ ッ ク します。 グラフが下図に示すよ うに表示されます。
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第 7 章　 ト ラブルシューティング
この章では、Microsoft Active Directory SPI のいくつかの領域のト ラブルシューティングと解決策について

説明します。 こ こで説明する方法には、サポート  アシスタンスを必要とするものと必要と しないものがあ り

ます。

検出のト ラブルシューテ ィング

以降のセクシ ョ ンでは、Microsoft Active Directory サービスの検出が失敗した場合の原因と処置について説

明します。

不十分な権限

Microsoft Active Directory SPI が Microsoft Active Directory サービスの検出に失敗する場合があ り ます。

原因と処置は以下のとおりです。

• 原因: HP Operations Agent がBasic Discoveryポ リシー ( [ポリシー管理] → [ポリシー グループ ] →
[SPI for Active Directory] → [ja] → [Windows Server 2008] ( または [Windows Server 2003] ) →
[Auto Deploy] → [Discovery] → [Basic Discovery] ) の実行時に使用しているアカウン トに、Microsoft
Active Directory に接続しデータを取得する権限があ り ません。

• 処置: 管理者の資格情報が Basic Discovery ポ リシーで提供されているこ とを確認し、ポ リ シーを再配布

して ください。

管理ノード上のバイナリの失敗

エージェン トが HPOM 管理サーバーに対して検出したサービスの更新に失敗する場合があ り ます。 原因と

処置は以下のとおりです。

• 原因: Microsoft Active Directory SPI の検出ポ リシーの出力が正し く フォーマッ ト された xml ファ イ

ルであ り ません。

• 処置: 管理ノード上で Microsoft Active Directory SPI の検出バイナリ を実行して ください。 これを行う

には、 以下の手順に従います。

a 管理者と して管理ノードにログインします。

b コマンド  プロンプ トから、 インス トルメンテーシ ョ ン ディ レク ト リ を開きます。

c ovadsdisc.exe > out.xml コマンドを実行します。

d out.xml を Web ブラウザで開いて、 必要な xml 形式になっているかど うかをチェッ ク します。
63



ト レースによる ト ラブルシューティング

ト レースには、 FSMO や複製の条件、 状態、 エラーなど、 Microsoft Active Directory SPI ログに含まれて

いる  Microsoft Active Directory に関連するすべての情報の取り込みが含まれています。

x サフ ィ ッ クス  -1 1 を使用する と、すべての Microsoft Active Directory SPI バイナリ を ト レースできます。

例: 

ADSPI-DNS_DC_A_Chk_jp ポ リシーには、 以下のコマンドがあ り ます。

ADSPI_DnsMon.exe -svc ldap -rec host -type missing -n ADSPI-DNS_DC_A_Chk 
-L10N _en

バイナリ  ADSPI_DnsMon.exe を ト レースするには、このコマンドを以下のよ うに変更する必要があ り ます。

ADSPI_DnsMon.exe -svc ldap -rec host -type missing -n ADSPI-DNS_DC_A_Chk 
-L10N _en -l 1

• 組み込みスク リプ ト付きのすべての Microsoft Active Directory SPI_jp ポ リ シーを ト レースするには、

デバッグ変数をスク リプ トにある  DEBUG=TRUE に変更します。

レポートおよびグラフのト ラブルシューテ ィング

以降のセクシ ョ ンでは、Microsoft Active Directory のレポートおよびグラフのデータ生成が失敗した場合の

原因と処置について説明します。

レポートおよびグラフが生成されない

レポートおよびグラフが生成されない場合があ り ます。 原因と処置は以下のとおりです。

• 原因: 適切なポリシーが、 Microsoft Active Directory のそれぞれのレポートおよびグラフに配布されて

いません。 このため、ポ リシーでは、HP Reporter がレポート と して生成するデータを収集できません。

適切なポ リシーの配布に失敗する と、 HP PM でグラフを生成するこ と もできません。

• 処置: 各 Microsoft Active Directory SPI のレポートに合ったポ リシーを確認するには、『HP Operations
Smart Plug-in for Microsoft Active Directory リ ファレンス  ガイ ド  』の「Appendix B Report」、「Report
Table」、 「Data Store」、 および 「Policy Mapping Details」 を参照してください。 各 Microsoft Active
Directory SPI に合ったポ リシーを確認するには、 『HP Operations Smart Plug-in for Microsoft Active
Directory リ ファレンス  ガイ ド  』 の 「Graphs」、 「Data Store」、 および 「Policy Mapping Details」 を

参照して ください。 上記に従ってポ リシーを配布します。

ト レース  ファ イル ADSPI_DnsMOn.log は、%ovagentdir%\bin\instrumentation フォルダに

あ り ます。
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データ  ログ ポリシーでデータをログ記録できない

データ  ログ ポ リシーでデータをログ記録できない場合があ り ます。 原因と処置は以下のとおりです。

• 原因: データ  ス ト ア (CODA や OVPA) にデータ  ソースが作成されていません。

• 処置: データ  ソース  ADSPI が作成されているかど うかをチェッ ク して ください。 これを行うには、 以

下の手順に従います。

a 管理者と して管理ノードにログインします。

b コマンド  プロンプ トから、 ovcodautil -obj > out.txt コマンドを実行します。

c out.txt ファ イルで、 データ  ソース  ADSPI が作成されているこ とを確認します。

HTML レポートの表示中にブラウザがクラッシュする

レポート を HTML 形式で表示中に、 ブラウザがク ラ ッシュします。 原因と処置は以下のとおりです。

• 原因: ブラウザが大量のデータを処理できません。

• 処置: レポート を PDF 形式で表示して ください。

Oracle データベースでレポートが失敗する

Reporter ODBC ド ラ イバが無効なため、 一部のレポートが失敗します。

• 原因: Oracle データベースにアクセスする  Oracle ク ライアン トのバージ ョ ンが一致していません。

• 処置: Oracle 9.2.0 データベースにアクセスするには、Oracle ク ライアン ト  9.2.0 を使用し、10gR2 デー

タベースにアクセスするには、 10gR2 ク ライアン ト を使用してください。

ポリシー名の変更

以下の Microsoft Active Directory SPI ポ リシーのデフォルト名を変更する場合、 対応するスケジュール コ
マンド も変更して ください。

• ADSPI-DNS_DC_A_Chk_jp / ADSPI-DNS_DC_A_Chk_2k8+_jp

• ADSPI-DNS_DC_CNAME_Chk_jp / ADSPI-DNS_DC_CNAME_Chk_2k8+_jp

• ADSPI-DNS_DC_Response_jp / ADSPI-DNS_DC_Response_2k8+_jp

• ADSPI-DNS_Extra_GC_SRV_Chk_jp / ADSPI-DNS_Extra_GC_SRV_Chk_2k8+_jp

• ADSPI-DNS_Extra_Kerberos_SRV_Chk_jp / ADSPI-DNS_Extra_Kerberos_SRV_Chk_2k8+_jp

• ADSPI-DNS_Extra_LDAP_SRV_Chk_jp / ADSPI-DNS_Extra_LDAP_SRV_Chk_2k8+_jp

• ADSPI-DNS_GC_A_Chk_jp / ADSPI-DNS_GC_A_Chk_2k8+_jp

• ADSPI-DNS_GC_SRV_Chk_jp / ADSPI-DNS_GC_SRV_Chk_2k8+_jp

• ADSPI-DNS_GC_StrandedSite_jp / ADSPI-DNS_GC_StrandedSite_2k8+_jp

• ADSPI-DNS_Island_Server_jp / ADSPI-DNS_Island_Server_2k8+_jp

• ADSPI-DNS_Kerberos_SRV_Chk_jp / ADSPI-DNS_Kerberos_SRV_Chk_2k8+_jp
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• ADSPI-DNS_LDAP_SRV_Chk_jp / ADSPI-DNS_LDAP_SRV_Chk_2k8+_jp

• ADSPI-DNS_LogDNSPagesSec_jp / ADSPI-DNS_LogDNSPagesSec_2k8+_jp

• ADSPI-DNS_Server_Response_jp / ADSPI-DNS_Server_Response_2k8+_jp

• ADSPI-Rep_ISM_Chk_jp / ADSPI-Rep_ISM_Chk_2k8+_jp

• ADSPI-Rep_MonitorInterSiteReplication_jp / ADSPI-Rep_MonitorInterSiteReplication_2k8+_jp

• ADSPI-Rep_MonitorIntraSiteReplication_jp / ADSPI-Rep_MonitorIntraSiteReplication_2k8+_jp

• ADSPI-Rep_TimeSync_jp / ADSPI-Rep_TimeSync_2k8+_jp

• ADSPI-Sysvol_Connectivity_jp / ADSPI-Sysvol_Connectivity_2k8+_jp

• ADSPI_KDC_jp / ADSPI_KDC_2k8+_jp

• ADSPI_NetLogon_jp / ADSPI_NetLogon_2k8+_jp

• ADSPI_NTFRS_jp / ADSPI_NTFRS_2k8+_jp

• ADSPI_NtLmSsp_jp / ADSPI_NtLmSsp_2k8+_jp

• ADSPI_SamSs_jp / ADSPI_SamSs_2k8+_jp

• ADSPI-FSMO_Consist_INFRA_jp / ADSPI-FSMO_Consist_INFRA_2k8+_jp

• ADSPI-FSMO_Consist_NAMING_jp / ADSPI-FSMO_Consist_NAMING_2k8+_jp

• ADSPI-FSMO_Consist_PDC_jp / ADSPI-FSMO_Consist_PDC_2k8+_jp

• ADSPI-FSMO_Consist_RID_jp / ADSPI-FSMO_Consist_RID_2k8+_jp

• ADSPI-FSMO_Consist_SCHEMA_jp / ADSPI-FSMO_Consist_SCHEMA_2k8+_jp

• ADSPI-FSMO_INFRA_Bind_jp / ADSPI-FSMO_INFRA_Bind_2k8+_jp

• ADSPI-FSMO_INFRA_Ping_jp / ADSPI-FSMO_INFRA_Ping_2k8+_jp

• ADSPI-FSMO_NAMING_Bind_jp / ADSPI-FSMO_NAMING_Bind_2k8+_jp

• ADSPI-FSMO_NAMING_Ping_jp / ADSPI-FSMO_NAMING_Ping_2k8+_jp

• ADSPI-FSMO_PDC_Bind_jp / ADSPI-FSMO_PDC_Bind_2k8+_jp

• ADSPI-FSMO_PDC_Ping_jp / ADSPI-FSMO_PDC_Ping_2k8+_jp

• ADSPI-FSMO_RID_Bind_jp / ADSPI-FSMO_RID_Bind_2k8+_jp

• ADSPI-FSMO_RID_Ping_jp / ADSPI-FSMO_RID_Ping_2k8+_jp

• ADSPI-FSMO_SCHEMA_Bind_jp / ADSPI-FSMO_SCHEMA_Bind_2k8+_jp

• ADSPI-FSMO_SCHEMA_Ping_jp / ADSPI-FSMO_SCHEMA_Ping_2k8+_jp

• ADSPI-FSMO_RoleMvmt_INFRA_jp / ADSPI-FSMO_RoleMvmt_INFRA_2k8+_jp

• ADSPI-FSMO_RoleMvmt_NAMING_jp / ADSPI-FSMO_RoleMvmt_NAMING_2k8+_jp

• ADSPI-FSMO_RoleMvmt_PDC_jp / ADSPI-FSMO_RoleMvmt_PDC_2k8+_jp

• ADSPI-FSMO_RoleMvmt_RID_jp / ADSPI-FSMO_RoleMvmt_RID_2k8+_jp

• ADSPI-FSMO_RoleMvmt_SCHEMA_jp / ADSPI-FSMO_RoleMvmt_SCHEMA_2k8+_jp

各ポリシーの詳細は、『HP Operations Smart Plug-in for Microsoft Active Directory オンライン ヘルプ 』 ま
たは 『HP Operations Smart Plug-in for Microsoft Active Directory オンライン ヘルプ PDF』 を参照してく

ださい。
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第 8 章　Microsoft Active Directory SPI の削除
Microsoft Active Directory SPI は、 以下の方法で削除できます。

• DVD を使用する方法

• Windows の [コン ト ロール パネル] → [アプリ ケーシ ョ ンの追加と削除] (Windows 2003 の場合、 [プロ

グラムの追加と削除] ) を使用する方法

Microsoft Active Directory SPI を削除するには、 管理ノードにあるすべてのポ リ シーとポ リ シー グループ

を削除し、 次に管理サーバにあるすべてのポ リシーとポ リシー グループを削除します。

DVD を使用する方法

DVD を使用して管理サーバーから  SPI を削除する前に、 手動で SPI コンポーネン ト を削除する必要があ り

ます。

Microsoft Active Directory SPI コンポーネン トの削除

Microsoft Active Directory SPI コンポーネン トには、ポ リシー、 レポート作成パッケージ、およびグラフ作

成パッケージが含まれています。

タスク  1 ： すべての管理ノードから  Microsoft Active Directory SPI ポリシーを削除する

1 コンソールで、 [ポリシー管理] フォルダを展開します。

2 [SPI for Active Directory] を右ク リ ッ ク し、 [すべてのタスク ] → [アンインストールする対象ノード ...]
を選択します。

3 [ポリシーをアンインストールする対象ノード ...] ウ ィンド ウで、ポ リシーを削除する1つ以上のノードの

隣のチェッ ク  ボッ クスをオンにします。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

タスク  2 ： HPOM 管理サーバーから  Microsoft Active Directory SPI プログラムを削除する

1 HP Operations Smart Plug-ins DVD を挿入します。

2 画面に表示される指示に従い、 [製品の削除] を選択してアンインス トール手順を開始します。

3 [製品オプシ ョ ンのアンインストール] ウ ィンド ウで、 [Microsoft Active Directory] の [SPI] を選択し、

[次へ] をク リ ッ ク します。

アンインス トールする前に、 すべての管理ノードからすべての Microsoft Active Directory SPI ポ リシーを

配布解除して ください。

ポ リシーが削除されているかど うかを確認するには、 HPOM コンソールで [ ノード ] を展開してノードを右

ク リ ッ ク し、 [表示] → [ポリシー インベン ト リ ] を選択します。
67



4 次に表示されるウ ィンド ウで、 [削除] をク リ ッ ク します。

5 [完了] をク リ ッ ク して終了します。

タスク  3 ： 管理サーバーから  Microsoft Active Directory SPI ポリシーを削除する

1 [タイプ別エージェン ト  ポ リシー ] を展開します。

2 各ポリシー タイプから、 ADSPI という名前で始まるポ リシーのすべてのバージ ョ ンを削除します。

Windows の [コン ト ロール パネル] を使用する方法

管理サーバーから  Microsoft Active Directory SPI を削除する前に、SPI コンポーネン ト を削除します。SPI
コンポーネン ト を手動で削除するには、 「Microsoft Active Directory SPI コンポーネン トの削除」 のタスク

を実行します。

管理サーバーからの Microsoft Active Directory SPI の削除

管理サーバーから  SPI を削除するには、 以下の手順を実行します。

1 [スタート ] メニューから  [設定] → [コン ト ロール パネル] を選択し、[アプリケーシ ョ ンの追加と削除] を
開きます。

2 [HP Operations Smart Plug-ins] を選択して、 [変更] をク リ ッ ク します。

3 ウェルカム画面の [次へ] をク リ ッ ク します。

4 [製品の削除]、 [HP Operations Smart Plug-ins] の順に選択します。

5 [ADSPI] を選択します。

6 Microsoft Active Directory SPI が削除されたこ とを示すメ ッセージが表示されるまで、指示に従います。

レポート作成パッケージの削除

レポート 作成パッケージは削除できます。レポート 作成パッケージを削除するには、以下の手順を実行します。

1 [スタート ] メニューから  [設定] → [コン ト ロール パネル] を選択し、[アプリケーシ ョ ンの追加と削除] を
開きます。

2 レポート作成パッケージを選択して、 [変更] をク リ ッ ク します。

3 HP Reporter が削除されたこ とを示すメ ッセージが表示されるまで、 指示に従います。

各ウ ィ ンド ウに、 Microsoft Active Directory SPI のアンインス トールの状態に関する更新情報が表示され

ます。

Windows のコン ト ロール パネルを使用していずれかの SPI を削除する場合は、以下の 2 つの方法を使用で

きます。 (1) 選択した SPI を削除する方法、 または (2) HPOM for Windowsを削除する方法。HPOM と  SPI
の両方を削除する場合は、 最初にすべての Smart Plug-insを管理ノードから削除し、 次に管理サーバーか

ら削除する必要があ り ます。 その後、 HPOM から  SPI を削除できます。
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グラフ作成パッケージの削除

グラフ作成パッケージを削除するには、 以下の手順を実行します。

1 [スタート ] メニューから  [設定] → [コン ト ロール パネル] を選択し、[アプリケーシ ョ ンの追加と削除] を
開きます。

2 グラフ作成パッケージを選択して、 [変更] をク リ ッ ク します。

3 HP Performance Manager が削除されたこ とを示すメ ッセージが表示されるまで、 指示に従います。

.msi ファイルを使用したレポート作成パッケージとグラフ作成

パッケージの削除

.msi ファ イルを使用して、 レポート作成パッケージとグラフ作成パッケージを削除するこ と もできます。

.msi ファイルを使用したレポート作成パッケージの削除

.msi ファ イルを使用してレポート作成パッケージを削除するには、 以下の手順を実行します。

1 次のよ うに選択します。

<SPI DVD>\SPIs\AD SPI\ADSPI-Reporter.msi

2 ADSPI-Reporter.msi を右ク リ ッ ク し、 [Uninstall] をク リ ッ ク します。

3 [はい] をク リ ッ ク して、 レポート作成パッケージの削除に同意します。

.msi ファイルを使用したグラフ作成パッケージの削除

.msi ファ イルを使用してグラフ作成パッケージを削除するには、 以下の手順を実行します。

1 次のよ うに選択します。

<SPI DVD>\SPIs\AD SPI OVPM ConfigurationPackage\HPOvSpiAdGc.msi

2 HPOvSpiAdGc.msi を右ク リ ッ ク し、 [Uninstall] をク リ ッ ク します。

3 [はい] をク リ ッ ク して、 グラフ作成パッケージの削除に同意します。
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